
桑原２９号線道路整備事業

青森市都市整備部 道路建設課
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事業概要

小柳小学校

青森県立
保健大学

県立青森
商業学校

県立青森第二
高等養護学校

終点

起点

都市計画道路3・2・2 内環状線
（自由ヶ丘2丁目）

一般国道７号青森環状道路
（大字桑原字稲葉）

延長Ｌ＝500ｍ
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事業の進捗状況

平成14年度 事業着手・測量・設計・調査業務委託
平成15～19年度 用地買収

取得面積約12,900㎡（H19完了）
平成20年度～ 工事着手(軟弱地盤対策等)

航空写真（R1）

執行額（百万円） 計画全体に対する進捗

事業費割合 988 52.7%

うち①用地費 225 100.0%

②工事費 705 44.3%

③その他 58 100.0%

工事（軟弱地盤対策及び道路整備）)

R3年度の進捗状況
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起点側 一般国道７号青森環状道路（青森市大字桑原字稲葉）

起点

自由ヶ丘二丁目

桑原

航空写真（R1）
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終点側 都市計画道路3・2・2内環状線（青森市自由ヶ丘二丁目）

赤 川

終点

桑原

自由ヶ丘二丁目

航空写真（R1）
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費用便益比（B/C）について

①走行時間短縮便益・・道路整備により短縮された時間や車両を他の用途に活用することで得られる便益。

②走行経費減少便益・・道路整備による燃費の向上により、ガソリン代やタイヤ等の摩擦損失等を軽減できる便益。

③交通事故減少便益・・道路整備により交通事故における社会的損失が、軽減される効果。

①走行時間短縮便益
②走行経費減少便益
③交通事故減少便益

・費用便益比（B／C）の算出方法

費用便益比（B/C）の算出 ＝
便益の現在価値

費用の現在価値

道路の便益とは

・道路の便益には交通量が大きく影響する
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周辺道路の推計交通量

リンク２，３
一般国道７号青森環状道路

リンク１
市道 桑原29号線

リンク４，５
一般国道4号

リンク６
市道 蜆貝八重田線

：主要交差点

（台）

番　号 路　線　名 R3現況交通量
R12(供用年)

整備なし
推計交通量

R12(供用年)
整備あり

推計交通量

リンク１ 市道　桑原29号線 0 0 4,800

リンク２ 一般国道７号青森環状道路（１） 12,315 10,706 10,781

リンク３ 一般国道７号青森環状道路（２） 12,315 11,373 13,499

リンク４ 一般国道4号（１） 24,702 21,475 20,348

リンク５ 一般国道4号（２） 24,702 22,813 21,469

リンク６ 市道 蜆貝八重田線 10,591 9,781 5,251

　 合　計 84,625 76,148 76,148
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費用対効果の分析
・費用便益比（B／C）

費用便益比（B/C）の算出 ＝
便益の現在価値

費用の現在価値

※１

1,686百万円

2,018百万円
＝ 0.835

※１ 走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益を
現在価値に換算したものの合計

※２ 建設投資額と維持管理費を現在価値に換算したものの合計

・修正費用便益比（B／C＊α）

費用便益比（B/C）の算出 ＝
便益の現在価値×地方生活圏別地域修正係数

費用の現在価値

1,686百万円×1.404

2,018百万円
＝ 1.173

※３ 地域修正係数は、東京都を基準として物価水準、家賃・地代水準、
所得水準等を基に算出したもの

※３

※２
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今後の対応方針

令和 3～ 6年度 橋梁工事
令和 6～12年度 道路整備工事（舗装、排水、交差点等）
令和12年度 供用開始

橋梁

道路

交差点

交差点
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